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◇◆ トピックス（1）……………………………………………………………………… 

JAPET&CEC「先生と教育行政のための ICT 教育環境整備ハンドブック 2023」を発行 

……………………………………………………………………………………………◆◇ 

 

日本教育情報化振興会（JAPET&CEC）は、6 月 1 日、 

「先生と教育行政のための ICT 教育環境整備ハンドブック 2023」を発行しました。 

 

本冊子は、ICT 教育環境整備計画策定や教員研修で活用できるよう、 

主体的・対話的で深い学びの実現を支える ICT の活用方法などについて 

まとめています。 

 

2023 年度版では、デジタル教科書の動向と活用、一人 1 台端末の整備・活用状況、 

次世代の校務 DX の方向性などについて紹介しています。 

 

特に、デジタル教科書については、2024 年度に小学 5 年生から中学 3 年生の英語で 

先行導入されるため、今から動向を把握しておくことが大切です。 

 

第 4 章「ICT 環境整備・活用の現状」では、指導者用デジタル教科書の 

全学校種平均の整備率が、令和 4 年度は、81.4％（昨年度比＋14.0 ポイント）となり、 

年々増加していると伝えています。 

 



特に、小学校と中学校では、約 9 割の整備率になりました。 

現在デジタル教科書の利用率が伸びつつある高等学校でも、 

今後は、大きく状況が進展することが予想されます。 

 

一方で、学習者用デジタル教科書の全学校種の平均整備率は、 

昨年度よりも約 30 ポイント大幅に伸びたものの、36.1％にとどまりました。 

昨年度の調査では、「意向はあるが整備できていない」と回答している自治体が 

多かったため、学校の強い要望が整備につながったと考えられます。 

今後は、各教科への普及が課題と思われます。 

 

デジタル教科書は、動画や音声、図形の展開など、 

紙の教科書では表現できない情報が多くあります。 

そのため、児童・生徒の情報活用能力を育成し、 

学びを変える重要な要素の一つとして考えられています。 

 

2022 年度～ 2023 年度には「デジタル教科書・教材等通信環境調査研究」を、 

2023 年度からは「学習用デジタル教科書普及促進事業」の予算化を進め、 

普及促進に力を入れています。 

 

JAPET&CEC のホームページには、 

ハンドブックの PDF データが公開されているので、 

ぜひ、参考にしてみてはいかがでしょうか。 

 

▼先生と教育行政のための ICT 教育環境整備ハンドブック 2023 

https://www.japet.or.jp/publications/ict-handbook-2023/ 

 

◇◆ トピックス（2）……………………………………………………………………… 

文部科学省「児童生徒の自殺予防に係る取組について（通知）」を公表 

……………………………………………………………………………………………◆◇ 

 

文部科学省は 7 月 10 日、「児童生徒の自殺予防に係る取組について（通知）」を 

公表しました。 

 

本通知では、児童・生徒の自殺が学校の長期休業明けに増える傾向にあることを踏まえ、 

一人 1 台端末を活用して、SOS の早期把握につなげることを 

全国の学校や学校設置者に求めています。 

 

警視庁・厚生労働省の自殺統計によると、令和 4 年の児童・生徒の自殺は、 

過去最多の 514 人でした。 

 



文部科学省は、児童・生徒の自殺予防対策として活用できる、 

各社の健康観察・教育相談システムを一覧にまとめました。 

また、Google フォームや、Microsoft Forms を利用して、 

心身の状況把握や、教育相談を実施するためのマニュアルを作成しました。 

 

アンケート調査や教育相談で把握した困難を抱える児童・生徒や、 

いじめを受けた児童・生徒に対しては、面談や保護者への連絡、家庭訪問などを実施し、 

継続的に様子を確認する必要があります。 

 

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用など、 

新たな取り組みを行った場合は、支援員の追加配置が可能な場合があるため、 

文部科学省に相談することを求めました。 

 

また、インターネット上で自殺をほのめかすなどの書き込みを発見することも、有効な策です。 

長期休業明けの前後は、平常時よりもネットパトロールを強化し、自殺をほのめかすなどの 

書き込みを発見した場合は、即時に警察に連絡・相談することを要請しています。 

 

保護者、地域住民、医療機関などと連携し、児童・生徒の尊い命を救うため、 

自殺予防に全力で取り組むよう求めています。 

 

▼児童生徒の自殺予防に係る取組について（通知） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1414737_00006.htm 
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□【2】 情報セキュリティ事故ニュース ～ささいなミスが事故を招く～ 

■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□■ 

 

★☆ 情報セキュリティ事故の発生状況（2023 年 7 月 13 日調査） 

☆★ （1）紛失・置き忘れ：10 件 （2）誤公開：4 件 （3）誤送信：3 件 

   （4）誤配布：3 件 （5）その他：1 件 

☆★ >> https://school-security.jp/leak/ 

 

2023 年 6 月 6 日～2023 年 7 月 10 日に合計 21 件の事故が発生しました。 

情報セキュリティ事故の内訳と概要（都道府県名、公表日、組織区分、 

漏えい経路・媒体、個人情報数）は以下の通りです。 

 

（1）紛失・置き忘れ 

埼玉県 2023 年 6 月 8 日 県立特別支援学校 書類 1 件 

大阪府 2023 年 6 月 13 日 市立小学校 書類 32 件 

埼玉県 2023 年 6 月 14 日 県立中学校 書類 延べ 130 件 



埼玉県 2023 年 6 月 14 日 市立中学校 USB メモリ 延べ 107 件 

神奈川県 2023 年 6 月 23 日 民間その他 書類 386 件 

広島県 2023 年 6 月 30 日 市立中学校 USB メモリ 10,620 件 

兵庫県 2023 年 6 月 30 日 市立小学校 書類 230 件 

大阪府 2023 年 7 月 7 日 市立中学校 書類 2 件 

埼玉県 2023 年 7 月 10 日 県立高等学校 書類 1 件 

埼玉県 2023 年 7 月 10 日 県立高等学校 書類 1 件 

 

（2）誤公開 

兵庫県 2023 年 6 月 6 日 市立小学校 インターネットサービス・アプリ 延べ 68 件 

北海道 2023 年 6 月 9 日 県教育委員会 インターネットサービス・アプリ 44 件 

埼玉県 2023 年 6 月 23 日 市特別支援学校 インターネットサービス・アプリ 3 件 

北海道 2023 年 6 月 28 日 道教育委員会 インターネットサービス・アプリ 7 件 

 

（3）誤送信 

愛知県 2023 年 6 月 20 日 市その他 FAX 1 件 

岐阜県 2023 年 6 月 23 日 私立高等学校 電子メール 726 件 

新潟県 2023 年 7 月 3 日 県立高等学校 インターネットサービス・アプリ 不明 

 

（4）誤配布 

大阪府 2023 年 7 月 7 日 市立中学校 書類 3 件 

大阪府 2023 年 7 月 7 日 市立小学校 書類 4 件 

大阪府 2023 年 7 月 7 日 市立小学校 書類 2 件 

 

（5）その他 

北海道 2023 年 6 月 15 日 市立中学校 USB メモリ 35 件 

 

※以下の参考サイトをもとに、学校、公的教育機関、関連組織で発生した情報セキュリティ事故の 

内訳と概要を掲載しています。事故の詳細は、上記に記載されている項目を検索するなどして、 

ご確認をお願いいたします。 

 

参考サイト： 

埼玉県ホームページ／大阪市ホームページ／日高市ホームページ／NHK NEWS WEB／川崎市ホームページ／ 

朝日新聞デジタル／中国新聞デジタル／神戸市ウェブサイト／ニュースサイト「毎日新聞」／三木市ホームページ／ 

北海道新聞デジタル／名古屋市公式ウェブサイト／岐阜県公式ホームページ／岐阜新聞 Web／ 

新潟県ホームページ／新潟日報デジタルプラス／札幌市公式ホームページ／産経ニュース など 
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□【3】 学校 ICT・セキュリティコラム  
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◆ まち（地域）における不登校児童・生徒学習支援について◆ 

  元横浜市立鴨居中学校 校長 齋藤 浩司 
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3 年ぶりの本コラムへの寄稿である。 

時間が経つ分、人生も重ねた（と言いたい）。 

2022 年 3 月末、校長を早期退職し、 

現在はフリーランスの立場として、教育界隈で働いている。 

実は、昨年から、一般社団法人を立ち上げる準備を始め、2023 年 3 月登記に至った。 

何をやるのか？そう、「不登校児童・生徒への学習支援」である。 

エリアは、私の居住地域。ちょっと宣伝になるが、 

今回は、法人設立に至る経緯とリアルな不登校の諸課題について書こうと思う。 

 

早期退職をして、カッコつけて自分の事務所を構えようと、 

事務所となる物件を探し始めた。自宅から徒歩 10 分圏内。 

しかし、なかなかいいものがないまま時間が過ぎた。 

「求める時に、それは遠ざかる」と誰かが言っていたような。 

諦めかけた時、ぴったりな築 39 年の物件情報を得て、内覧に行った。 

広さも想定内だったので早速購入した。内装、設備、水回りは全て改装した。 

 

場所が決まると、やりたいことが見えてくる。 

現職校長時代に取り組んだ「不登校児童・生徒学習支援」を地元でできないものか。 

プランを練り、色々な方に相談した。 

いくつかハードルがあったが、なんとか開設の目処がたち、 

地域の重鎮たち（シニア層）へ説明に上がった。 

予想以上に好反応。気持ちが舞い上がった。 

地域の方々の課題意識が高く、心強い応援団を得た気分であった。 

近隣の小中学校へも説明に上がった。 

それぞれの校長からも「ありがたい」「応援しています」など温かい言葉をいただいた。 

 

そして、今年 5 月から、「菊名和み塾」の塾生募集を開始。 

社会福祉協議会、民生委員会、町内会、ケアプラザ等へチラシを配布。 

HP も作成し、一カ月で 2 名の応募があった。 

そして現在、週 2 回小学生と学習している。 

 

これまでの活動で分かったこと、感じたことは・・・ 

①不登校について、地域のシニアや町内会に携わる方々は関心が高く、 

何とかしようという気持ちが強い。 



②ケアプラザや、民生委員など、高齢者介護等に携わる方々も、 

不登校児童・生徒の情報を持っている。 

③上記①②の方々は学校と連携（情報交換）の必要を感じている。 

④子供の居場所や子ども食堂に携わっている方々の課題意識として、 

学校以外の「学習をする居場所」が少ない（足りない）ことがあげられる。 

 

上のそれぞれの課題への取り組みとして、 

①情報収集を継続しつつ、不登校児童・生徒の家庭・学校以外の第三の居場所としての 

機能を充実させること。 

②特に学習に力点を置いた場所として地域で認識いただけるよう情報発信すること。 

③今後、小規模から中規模へと拡張する必要性がある場合のプランニング 

を行う予定である。まだまだ始まったばかり。考えながら前に進んでいる。 

この感触、とても楽しいし、ワクワクする。 

 

＜一般社団法人とえはたえ＞ 

https://www.toehatae.com/ 

＜facebook＞ 

法人設立のリアルを記録 

https://www.facebook.com/profile.php?id=100088374200868 

 

◆ 執筆者プロフィール ◆ 

齋藤 浩司 

1985 年横浜市立中学校採用。2013 年副校長。2014 年横浜市教育委員会事務局。 

2018 年より 4 年間、横浜市立鴨居中学校長。 

2019～2020 年、経産省「未来の教室」実証事業フィールド校として 

先進的な不登校学習支援に取り組む。 

2022 年 3 月早期退職後、全国の教育現場を訪れ研究を重ねる。 

2023 年 3 月、一般社団法人とえはたえを設立。 

横浜市港北区で不登校児童生徒学習支援を行う「菊名和み塾」を始める。 

現在、㈱137、㈱ 城南進学研究社顧問。明蓬館中等部スクールマスター。 

モノグサ株式会社パートナー。  

毎週土曜日 7 時から GIGA おしゃべり交流会（オンライン）を主宰。 

 

▽ 学校 ICT に精通した先生方の書き下ろしコラム 

>> https://school-security.jp/column/ 

 

 

……◇◆ 【最新版】「個人情報漏えい事故の発生状況調査報告書」を公開 ◆◇…… 

 

ISEN では、6 月 9 日に「令和 4 年度 学校・教育機関における個人情報漏えい 



事故の発生状況」調査報告書（第 1 版）を Web 公開しました。 

 

>> https://school-security.jp/leak_all/ 
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▽「教育の情報化や学校情報セキュリティ対策」にご興味をお持ちの方が 

いらっしゃいましたら、本メールマガジンをご紹介ください。 

メルマガ登録フォーム：https://fs220.xbit.jp/y592/form2 

  

▽ 個人情報の取り扱いは下記リンクをご参照ください。 

https://school-security.jp/privacy 

 

▽ お問い合わせ・配信停止・メールアドレスの変更は、 

下記フォームよりご連絡ください。 

https://fs220.xbit.jp/y592/form3 


